
 

 

大規模河川を跨ぐ渡河橋の4車線化整備における 

設計・施工・維持管理計画の取り組み事例 
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近年，高速道路の暫定2車線区間における4車線化整備事業が進行している．Ⅱ期線は構造形

式こそⅠ期線で採用された形式と横並びになることが多いが，既設Ⅰ期線と近接した状況下に

おける設計・施工計画やⅠ期線の損傷状況を踏まえた維持管理計画の策定など課題は多い． 

本橋は，大規模河川を跨ぐ橋梁であり，低水路部橋脚は工期短縮を目的とし，国内有数の基

礎形式である「狭幅型鋼管矢板基礎（立上り方式）」を採用している．本稿では，低水路部河

床の局所洗掘に対応した設計や鋼管矢板基礎維持管理計画，ならびに，河川内の非出水期施工

における工期短縮について検討した事例を紹介する． 
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１．はじめに 

 

 高速道路整備事業1)では，開通当初の交通量の見

込みが少ない場合に，周辺道路ネットワーク網の整

備状況や初期投資の低減を考慮し，暫定2車線整備

とする場合がある．暫定2車線道路は，対面通行の

安全性や緊急輸送路としての機能性に課題があるこ

とから，現在，4車線化整備事業が進行している． 

 Ⅱ期線は道路や河川などの交差物件の条件よりⅠ

期線と同程度の支間割となる結果，構造形式がⅠ期

線で採用された形式と横並びになることが多い．一

方で，既設Ⅰ期線と近接した状況下における設計・

施工計画やⅠ期線の劣化・損傷状況を踏まえた維持

管理計画の策定など課題は多い．また河川内に橋脚

を設置する場合は，水理量や河床高など架橋条件が

変化するため，的確な予測と対策が必要となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の背景を踏まえ，本稿では，大規模河川を跨

ぐ鋼10径間連続合成細幅箱桁橋（図-1）の橋梁詳細

設計業務において各種検討を行った事例を紹介する． 

 

２．橋梁概要 

表-1 橋梁諸元表 

橋長 L = 886.00 m 

支間長 90.75 + 7@90.00 + 82.00 + 80.50 m 

幅員 10.70m(総幅員)，10.00m(有効幅員) 

上部工

形式 

鋼10径間連続合成細幅箱桁橋 

（ラーメン構造） 

下部工

形式 

張出式橋脚（P54,P55,P62,P63）, 

壁式橋脚（P56-P61）, 逆T式橋台(A2） 

基礎工

形式 

狭幅鋼管矢板基礎（P56-P61,φ1400） 

SC+PHC杭（P54-P56,P61-P63 φ1000,  

      A2 φ600） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1  橋梁側面図・平面図 
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３．鋼管矢板基礎の検討 

 

(1) 狭幅型鋼管矢板基礎（立上り方式）の採用 

Ⅰ期線における低水路部の橋脚基礎は，基礎とな

る鋼管矢板を施工時水位より上まで突出させ，かつ

橋軸方向を河積阻害率に収まるように狭幅とした剛

性の小さい基礎形式である「狭幅型鋼管矢板基礎

（立上り方式）」を採用している． 

本形式は, 国内有数の基礎形式であり，鋼管矢板

基礎形式としてよく用いられる仮締切兼用型タイプ

と比較し，井筒内掘削がないことから，工期短縮を

図れることに大きく利点がある．Ⅱ期線においても

工期短縮の観点より，Ⅰ期線と同様の狭幅型鋼管矢

板基礎（立上り方式）を採用した．（図-2） 

 

 
図-2  橋梁断面図 

 

(2) 杭径・継手種類の比較検討 

鋼管矢板基礎について杭径を比較検討した結果を

表-2に示す．杭径は最も経済的であるφ1400を採用

し，継手種類は水平変位を抑えることで基礎平面寸

法を縮減することができ，かつ，経済性にも優れる

縞鋼管高耐力継手を提案した．  

 
表-2  杭径・継手種類の比較検討 

概算工事費 426,275 418,422 466,627 742,395

比率 1.019 1.000 1.115 1.774

継手種類
高耐力継手
（隔壁無）

高耐力継手
（隔壁有）

高耐力継手
（隔壁有）

従来継手
（隔壁有）

平面形状

基礎形式 狭幅型鋼管矢板基礎（立上り方式）

杭径 φ1200 φ1400 φ1600 φ1400

6794 4696 5296 12978
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４．Ⅰ・Ⅱ期線併設時の局所洗掘検討 

 

(1) 技術的課題 

Ⅱ期線架橋にあたり，橋梁完成時における河川内

の影響を評価するため河川水理検討を実施した．特

に, Ⅱ期線橋脚設置による流速増・乱れに伴い，局

所洗掘が進行する懸念があることから，影響手法及

び対策を検討した． 

(2) 課題解決策 

a) 現況河床の把握 

局所洗掘の検討に先立ち，現況河床を的確に把握

するため，3Dレーザースキャナーを搭載したラジコ

ンボート（写真-1）を用いた深浅測量（写真-2）を

実施した．現況河床の点群データを取得し，

BIM/CIMモデルに反映したすることで洗掘状況を分

かりやすく可視化することで，関係者間で課題の共

有を図ることができた．（図-3） 

 

 
写真-1  ラジコンボート    写真-2 深浅測量 

 

 
図-3  局所洗掘の状況（BIM/CIM） 

 

b) 局所洗掘深の算定 

「河川を横過する橋梁に関する計画の手引き

（案）」2)に示される土研式を用いて，整備計画規

模の洪水に対する局所洗掘深を算定した．平面二次

元流況解析，深浅測量結果及び既往河床材料調査よ

り，算定に必要となる諸元を設定したうえで，Ⅰ期

線とⅡ期線が近接橋に該当するため修正係数による

補正を行った． 

局所洗掘深の算定を行った結果，Ⅱ期線のP58，

P59橋脚で6.8mの洗掘が生じる．本算定結果より, 

局所最大洗掘深さはTP-12.720mであり，Ⅱ期線にお

いて想定している予想最深河床高TP-13.726mを下回

らない深さであることを確認した．（図-4）なお，

予想最深河床高は，架橋地点の前後5km区間より算

出した最深河床高の包絡線より設定を行っている． 

 

 
図-4  現況洗掘高と局所最大洗掘高（推定） 
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c) 局所洗掘に対応するための設計計画 

 局所洗掘深を下回る河床高として設定した予想最

深河床高を設計地盤面とし, 本設計地盤面からプラ

グコンリート下面までは突出杭扱いで設計を行った．

（図-5）また低水路部橋脚基礎は，大規模地震で損

傷を受けた際に復旧が困難であることから，L2地震

時においても基礎は塑性化しない設計とすることで，

大規模地震時においても復旧が不要な構造とした. 

橋梁全体構造としては，高水敷及び陸上部橋脚と

比べ，低水路部橋脚基礎の剛性が小さいため，橋脚

と上部工は剛結することで，低水路部橋脚基礎に対

して過大に変位が生じない構造とした． 

 

 
図-5  鋼管矢板基礎の突出 

 

d) 局所洗掘の進展に伴う予防的な対策 

深浅測量実施後に，大型台風（令和元年度台風19

号）に見舞われたことから，局所洗掘の進展状況を

確認するため，翌年に2回目の深浅測量を実施した．

結果として，約1年間で洗掘深が40cm程度の進展が

あった．局所洗掘深の算定結果より，整備計画規模

の洪水に対する局所洗掘深は条件を満足するものの，

大雨等による中規模程度の出水が繰り返し生じた場

合，将来的に予想最深河床高を上回る局所洗掘深と

なる可能性が否定できない状況であった． 

洗掘の進展状況を踏まえ，設計で想定した予想最

深河床高まで達しないようにするため，定期的なモ

ニタリングを行い，予防的な対策を講じる計画とし

た．  

 

５．鋼管矢板基礎の維持管理計画 

 
(1) 技術的課題 

低水路部橋脚の基礎形式は，鋼管矢板が河床より

上部に突出しており，乾湿繰り返しによる鋼管矢板

の腐食が生じやすい構造である．そのため, Ⅰ期線

における鋼管矢板の劣化・損傷状況を確認し，適切

な防食方法を検討した．また流木の衝突に伴い防食

機能が毀損して局部的に腐食が進行するおそれがあ

るため，適切な防食方法のほかに必要に応じ，衝突

に対する防護についても検討の必要性を確認した． 

 (2) 課題解決策 

a) 調査点検の実施 

Ⅱ期線の維持管理計画策定にあたり，Ⅰ期線鋼管

矢板基礎の防食対策として，鋼管上端から4mの範囲

（図-6）に施されている重防食被覆（ウレタンエラ

ストマー）の近接目視点検を実施した．  

調査内容は，外観目視調査に加え，塗膜の経年劣

化あるいは流木等による擦り減り程度を確認するた

め，非破壊による膜厚調査とした． 

 

 
図-6  点検調査対象 

 

b) 調査点検の結果 

調査を実施した結果，上流からの流木等の影響に

よる擦過傷や凹み（写真-3）が見られるが，損傷部

においても残存膜厚は防食ハンドブック3)で標準と

している2.5mm以上（写真-4）であり，腐食等は見

受けられないことから健全であると判断した． 

Ⅰ期線の点検結果において腐食などの変状が確認

されていないことから，Ⅱ期線においても，Ⅰ期線

と同様の防食対策を施すこととした． 

  

 
写真-3 流木等による当て傷     写真-4 膜厚調査 

 

６．工期短縮検討 

 
(1) 技術的課題 

本橋は大規模河川を跨ぐ大型橋梁であり，施工時

期の大半が非出水期に限定されることから，路線工

程のコントロールとなる．供用目標時期の制約から, 

大幅な工期短縮が求められたため，河川内橋脚6基

及び上部工架設の河川内施工を2年間で実施する必

要があった．本橋では, 工期短縮を目的として, 狭

幅型鋼管矢板基礎（立上り方式）採用したが, 前述

の条件を満たすため, 更なる工期短縮を行う方策に

関して検討を実施した． 
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 (2) 課題解決策 

更なる工期短縮を実現するために，低水路部橋脚

基礎は4基同時施工とし，鋼管矢板基礎打設（図-

7）及び上部工架設（図-8）は構台等の仮設構造物

を必要としない「大型クレーン付き台船による施

工」を採用した． 
 

 
図-7  鋼管矢板基礎打設      図-8  上部工架設       

 

低水路部基礎の杭長は約60mであり，上杭・中

杭・下杭の3回に分けて打設が必要となるため，第1

非出水期目の基礎・下部工工事が特にタイトな工程

となる．そのため，第1非出水期目は大型クレーン

付き台船を2隻用いて施工することで，当初は基礎

打設～桁・合成床版パネル架設まで3非出水期の期

間を要した工程を2非出水期内に収める計画とした． 

工事発注後に事業全体工程の見直しが生じないよ

うにするため，工事発注予定時期を具体に設定し，

かつ，鋼管矢板製作期間は複数の関連企業にヒアリ

ングを行い，板厚による製作期間の差異を反映する

ことで，実現性のある工程計画とした．（図-9） 
 

７．まとめと今後の展望 

 
(1) 河川内橋脚の設計及び維持管理計画 

 
  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本業務では，橋脚周辺の河床高や既設Ⅰ期線の劣

化・損傷状況を適切に把握したうえで，Ⅱ期線の設

計・維持管理計画を実施した．Ⅱ期線の設計では，

トータルコスト縮減の観点より，架橋地点の環境特

性やⅠ期線における維持管理の履歴を踏まえた提案

を行うことが効果的となる． 

本業務期間中においても大型台風に見舞われたよ

うに，近年の我が国は，風水害が頻発，激甚化して

いる．しかしながら，低水路部橋脚基礎の定常的維

持管理は予算や人手不足の影響により困難な状況と

なりやすいため，河床のモニタリングシステム構築

や類似架橋環境のデータベース利用などの工夫が求

められると考える．  

 

 (2) 工期短縮 

 本橋のように，施工時期の大半が非出水期に限定

されるなかで工期短縮が求められる施工条件におい

て，狭幅型鋼管矢板基礎（立上り方式）の採用と大

型クレーン付き台船による施工は，ひとつの課題解

決策として有用である． 

また今後は，施工時に生じる手戻りを防止しつつ，

施工者のノウハウや技術力を早期に投入できるECI

方式4)の活用についても, 更なる工期短縮の方法と

して有効であると考える． 
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図-9  施工工程表（河川内） 

 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

共
通

(非出水期施工)

P56橋脚 (非出水期施工)

P59橋脚 (非出水期施工)

P60橋脚 (非出水期施工)

P61橋脚 (非出水期施工)

剛結部工 (非出水期施工)

桁・合成床版架設工 (非出水期施工)

橋梁現場塗装工

橋梁足場工

床版工(鉄筋工・コンクリート工）

壁高欄工・橋梁付属物工

上
部
工

（
河
川
内

）

下
部
工

（
河
川
内

）

4年目

P57橋脚 (非出水期施工)

P58橋脚 (非出水期施工)

　
1年目 2年目 3年目

仮設工
（水切桟橋・配管桟橋）

鋼管矢板下杭製作

鋼管矢板製作(下～上杭）

SC+PHC杭製作

SC+PHC杭製作

準備工

準備工

鋼管杭の標準板厚と厚板（25mm以上）によ

る製作期間の差異を反映.

鋼管矢板製作(下～上杭）

鋼管矢板下杭製作

鋼管矢板中杭製作

鋼管矢板上杭製作

鋼管矢板中杭製作

鋼管矢板上杭製作

設置

第1非出水期目に下部工躯体工事が全て

完了しないため,，柱の2ロット目は第2非
出水期目に実施.

撤去

工場製作

施工完了 開通予定

【別事業者施工】

舗装・施設工

設置 撤去

大型クレーン付き台船による

張り出し架設.

大型クレーン付き台船を

2隻使用した施工..
（左岸側と右岸側で各1隻を使用）
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